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東京医科大学看護専門学校紀要　第21巻1号，2011年3月

新人看護師の離職原因とその対処行動

　　　　　　　文献研究を通して

折原みゆき＊　奥井　彩加＊　茂泉いつみ＊

櫻井華奈子＊　　田嶋　由香＊　　山本　君子＊＊

Key　Words：新人看護師，リアリティショック，辞める理由，早期離職，対処行動

【要旨】新人看護師の離職率は減少傾向ではあるが，依然として高い病院も見られることが懸念されてい

る．そこで，本研究の目的は，新人看護師の早期離職の原因とその対処行動を文献から明らかにすることで

ある．研究方法は，新人看護師，2年目の看護師，指導看護職員がKey　Wordsとなった6文献を抽出・分析

した．本研究により，辞めたいと思う原因には先輩看護師に対するネガティブな意識が関与していること，離

職を予防するためには個人的対処行動と組織的対処行動のどちらも必要であることが明らかになった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の時少しでも自分なりの対処行動が取れるようにす
　　　　　　　　1．はじめに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るため，本研究では新人看護師の早期離職の原因とそ

　久保氏らは「医療技術の高度化に伴って，看護師に　　の対処行動を文献から明らかにすることを目的とす

求められる技術も多様化しており，高度な看護実践能　　る．

峯蕊㌶撒蕊還㌶竃撚　　　・ぽ究方法
査」によると，新人看護師の離職率の全国平均は8．9％　　　輻　研究対象：新人看護師，2年目の看護師，指導看

で前年比03％減となっているが，依然として高い病　　護職員がKey　Wordsとなった文献．

院も見られることが分かった．新人看護師の教育研修　　　±　研究内容：新人看護師の離職原因とその対処行

体制を十分に整備している病院では離職率が低く，教　　動の抽出・分析．

育研修体制が不充分な病院では離職率が高いことも　　　3．研究期間：2010年5月～12月．

明らかとなっている．離職率が高いことについては，　　4．文献の抽出

その他にも新しい環境の中で自分の知識・技術不足，　　検索方法：医中誌WEBのデータベースを使用し，

看護師としての自信の無さ，人間関係，慣れない勤務　　2004～2009年の文献．

体制などによる身体的・精神的負担が重なることも原　　　検索に用いたKey　Words：新人看護師，早期離職，

因なのではないかと考える．　　　　　　　　　　　リアリティショック．

　私達は，臨地実習の際慣れない環境による不安や戸　　　5　分析方法

惑いを感じ，自分の知識不足や看護師との人間関係が　　　事例の書かれている6件の文献を読み，それぞれの

上手くいかないことに悩むことが多々あった．今後，　場面，看護師の感情，対処行動を抽出し，表にしてま

私達が看護師として働くようになれば責任はさらに　　とめる．

大きくなり，臨地実習時以上のストレスに直面し，辞

めてしまいたいと感じることもあるかもしれない．そ
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表1離職を考える場面と「個人的対処行動」

文献名
場面　　　　　i　　　　思い　　　　　i　　　　　対処行動　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

①「新人看護師の職場適応
　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

・ 自立していない仕事が多i・自分ができないことで相i（個人的）
過程における“ゆらぎ”と いとき．　　　　　　　　i手に負担がかかり申し訳なi・仕事時間以外に積極的に学習し，
ソーシャルサポート」 iい気持ちでとても苦痛．　i知識・技術を修得するように努力し

i　　　　　　iた・
著者：田丸早苗

く研究方法〉

・

ヒヤリ・ハットレポートi・この先やっていけるか不i（個人的）を書いたとき．　　　　　i安　　　　　　　　　　i・セルフケアのみでなく，ソーシャ

半構成的面接法 ・ 配属部署の専門的な知i・医療事故を起こさないかiルサポートも受け，落ち込みを軽減
識・技術が不足しているとi不安．　　　　　　　　iした．

＜期間＞

2007年8月～9月

き．　　　　　　　i　　　　　　　　i
ら熱縦窒術が身にi　　　i

〈対象〉
　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

・ 学生時代とのギャップi・時間が経過するにつれ，i（個人的）
2年目の看護師 と，持続する学生気分に悩i何もできない，何も分からi・何か出来ることを必死に探し，自

むリアリティショックに直iないという自分に改めて気iら見つけて行動した．
面したとき’

　i付工した　繕霧蓬農農瓢遷　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

・ 仕事の流れをつかみ，少1・自分の役割を果たそうとi（個人的）
しずつ自立してきたとき．　i前向きな姿勢になる一方，i・認められたときの喜びと，新たに

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
1周りの期待に答えられない1気付く職場の人間関係を支えに前向I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

iのではないか．　　　　　　iきにとらえた．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

②新人教育における指導
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

・ 指導者の反応を十分に解i・先輩看護師に当たり前のi（個人的）
者の問題一新人看護師とプ 釈できなかったとき．　　iことを聞くと，イライラさi・先輩看護師は自主性や自立を強く
リセプターの‘意識のズレ’ iせているのではないか，怒i求めていることを知り，自分から動
を通して一

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
lらせてはいけない等のネガ1くという意識を持って自主的に行動’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

iティブな意識を持ってしiするようにした．
著者：越智小百合 iまった・　　　　　　i

〈研究方法〉
　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

・ 何が分からなくて何が出i・言われた通りにしか動くi（個人的）
半構成的面接法 来ないのかが自分でも分かiことが出来ず自信が持てなi・満足が得られる反応を患者から受

〈期間〉

らなかった・ 　　iかった・　　i巳「鐘賜㌶し）う興味や関
2003年9月～12月

く対象〉

・

病態を調べているだけでi・理解が不充分なまま患者i（個人的）　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I一日が終わってしまい個々iを見てしまっていた．何をi・プライマリーナースとして，自分

2002年新人4名 の患者と照らし合わせて看i勉強したら良いのか分からiが受け持ちということを意識したこ

その指導者4名 るところまでいかなかっiなくなった．　　　　　　iとで患者と結びつけて学習できるよ
た．　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　iうになった．自分に何が足りなかっ
　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　iたのかが分かると楽しくなってき

i　　　　　　　　　　　　iた．I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

③4ヶ月目の新人看護師が
　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

・ 業務の忙しさと，多くのi・学生時代と現実との相違i（個人的）
語る看護師像模索の様相 ことを同時にこなしていかi感，看護の困難さを実践かi・先輩看護師からの学びで自己の看

なければならないとき．　iら実感した．　　　　　　i護観を確認しながら未来の自分を見
著者：三輪恵里　他 i　　　　　　　　　　iっめ，看護師像を模索していった．

〈研究方法〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　：・未熟さを実感したとき．　i・患者への申し訳なさを感i（個人的）

半構成的面接法 iじた．　　　　　　　　　i・未熟な中でも感謝される喜びや，

＜対象＞

4ヶ月目の新人看護師

i　　　　　　　　　　i患者との関わりからの癒しなど，プl　　　　　　　　　　iラス感情として影響を受けた．l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li　　　　　　　　　　　　i

III．用語の定義　　　　　　　　 IV．結　 果

　リアリティショック：卒業後，現場での実践活動へ　　　表1に，離職を考える場面と「個人的対処行動」を

の準備をしているにも関わらず，実際に職場で仕事を　　示す．

始めるようになって予期せぬ苦痛や不快さを伴い　　　表2に，離職を考える場面と「組織的対処行動」を

ショックを受けることである．　　　　　　　　　　示す．

　新人看護師：入職してから1年以内の看護師．
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表2離職を考える場面と「組織的対処行動」

文献名
場面　　　　　i　　　　思い　　　　　i　　　　　対処行動　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

④新卒看護師の早期離職
　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

・ 多重課題を抱えて複数のi・「責任の重さ」と「受け持i（組織的）
防止を勘案した教育・支援 受け持ち患者を安全に看護iち患者数と関わり方」の違i・職場スタッフ全員による支持的支
体制の検討一A病院におけ しなければならないとき．　iいに戸惑い，仕事の優先順i援と，新人看護師の能力や経験を考
る調査結果から一

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

i位がつけられない．　　　　i慮した関わりや肯定的評価を行い温
著者：柳田美喜子他 i　　　　　　　　　　　iかく見守った．
〈研究方法〉
アンケート調査法
く期間＞

2006年12月
く対象＞

9ヶ月目の新人看護師

騨難㌶灘灘灘竃i　　　　　　　　　　　iの専門的知識・技術の効果的な獲得i　　　　　　　　　　　　　iに繋がった．

⑤新人看護職員の働きや
　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・自尊心を低下させるようi・やさしく接して欲しい．i（組織的）

すい病棟環境の取り組み な怒られかたをされたとi声をかけて欲しい．　　　i・必要とされているという自尊感情
著者　田中知花 き．　　　　　　　　　i・怒られるのが恐い．　　iを低下させないようなサポート．
〈研究方法〉 i　　　　　　　　　　　　i
半構成的面接法 ・ （入職して3ヶ月）チームi・やさしい声をかけて欲しi（組織的）

〈期間〉 に必要とされているのか実iい．自分は必要とされていi・優しい言葉がけをしたり気にかけ

2007年4月～2008年2月 感出来ていないとき．　　iないのではないか．　　　iることで，新人看護師が大切にされ
〈対象〉

i　　　　　　　　　　iていると感じ仕事が出来るように　　　　　　　　　　　　1

新人看護師4名
指導看護職員17名

i　　蕊徽織織声を：　　　　　　　　　　　　　i

⑥新人看護師の早期離職 　　　　　　　　　　　1・ 先輩に指摘されたとき．i・何をすればいいのか分かi（組織的）
防止への職場サポートー就
職後3ヶ月経過した新人看

iらなくなった．　　　　　｛・先輩看護師は，どんなに小さなご
i・「大丈夫P」などといったiとでも褒める．

護師の離職・就業継続意識 i優しい声かけが欲しかっi・職場の一人一人が共に働く仲間を
から iた．　　　　　　　　　i育てているという意識を持って新人

i　　　　　　　　　　　i教育していく．
著者：長谷川真美　他 I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

・ ひとつひとつゆっくり教i・時間が上手く使えず勉強i・先輩後輩に関わらず互いを認め合
〈研究方法〉
アンケート調査法

く期間＞

2006年7月1日～10日

　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

育してもらえなかったとiが出来なくて自分の中の心iい尊重しあう．
き．　　　　　　　　　　iの容量も目一杯．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　またひとi

　　　　　　　　　　　　iり立ちが早すぎて不安が大i（組織的）
　　　　　　　　　　　　iきすぎると感じた．　　　i・量的にも時間的にもゆとりを持っ
　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　iてきめ細やかな教育を提供し，新人

：　　　　　　　　　　　1看護師が自信を持てるまで指導する
〈対象〉

新人看護師63名
・ 仕事量が多くこなせないi・時間外労働も多く，心身iプログラムを提供した．
　　　　　　　　　　　　iの疲れが取れない．日々仕i・新人に要求されている学習量や精とき．・休めなく疲労が多いとi事に追われ疲れきっているi神的未熟さを理解したサポート的な

き．　　　　　　　　　　iと感じた．　　　　　　　i関わりをした．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・看護師の集団における新人の存在

i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・ 自分の目標が見えないとi・何がしたいのか分からなiの意味を，新人本人及び他者が意識
き．　　　　　　　　　iくなった．具体的な目標がiできるように職場の雰囲気を高め

i見つからない．自分の行っiた．
iていることは患者にとってi・看護師の集団における新人の存在
i良いことなのか分からなiの意味を新人本人及び他者が意識で
iい，先が見えないと感じた．iきるように職場の雰囲気を高めた．‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には自分の役割を果たそうと前向きな姿勢になる一
　　　　　　　　　v　考　　　察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方，複数の患者を受け持つなどの責任の重さにより，

　新人看護師は入職後現場に立って初めて自分の知　　周りの期待に応えられないという新たな不安を感じ

識・技術不足を痛感し，リアリティショックに直面す　　ていた．その様々な不安によって仕事の優先順位がつ

ることから多くの不安を感じ，自信を喪失しているこ　　けられず，業務の忙しさも加わることで心身共に疲れ

とが分かった．しかしその知識・技術不足を自覚して　　が取れない状態が続き，その結果が新人看護師の離職

いるにも関わらず，先輩看護師に対するネガティブな　　の原因となったと考えられる．先輩看護師にネガティ

意識から，分からないことが聞けず不安や悩みを抱え　　ブな意識を持ってしまう理由として，新人看護師は自

込んでしまう傾向が見られる．その結果として具体的　　信を喪失しているために「当たり前のことを聞いて怒

な目標が見つからず先が見えないと感じていた．ま　　らせてしまうのではないか」という考えや，「先輩看護

た，仕事の流れをつかみ，少しずつ自立してきた時期　　師との人間関係が崩れてしまうのではないか」という
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心を低下させるような怒られ方をされたという結果　　さらに，新人看護師の離職を防ぐためには先輩看護師

が出ており，実際に私達も臨地実習の場で同じような　　も新人看護師も自分たちが主体的に「良い職場を作る

思いをした経験がある．この新人看護師と私達の共通　　一員」という考えを持ち，職場組織への愛着が持てる

点は，「自信を喪失していた」という点であり，その自　　ような環境作りを意識していくことである．

信の無さが全ての考えにネガティブに影響したと思
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI．結　　　論
われる．先輩看護師の指導が厳しいと感じることは仕

方がないのかもしれない．実際に私達が臨地実習で一　　　本研究により，辞めたいと思う原因には先輩看護師

人の看護師の後ろについて一日仕事の様子を見学し　　に対するネガティブな意識が関与していること，そし

てみた所，想像以上の業務の忙しさを目の当たりにし　　て離職を予防するのには個人的対処行動と組織的対

た．その忙しい中で後輩を指導するということは多少　　処行動のどちらも必要であることが分かった．

厳しい態度や言い方になってしまうこともあるだろ　　　以上の研究結果を今後，臨床現場で働くようになっ

う．新人看護師は，先輩看護師の多忙さを理解するこ　　た時に活かしていきたい．

とで厳しい指導でも気持ちに余裕を持って受け止め
ることができるのではないだろ猟＿九先輩議　　　 VIL謝　辞
師は多忙であっても新人看護師が「自分のことを思っ　　　本研究を行うにあたり，御指導頂きました山本君子

て指導してくれている」と実感出来るような思いやり　　先生，図書館司書の先生，事務の皆様にこころから感

のある関わり方をすることが大切だと考える．新人看　　謝申し上げます．

護師が「自尊心を低下させられる怒られ方」と受け

取ったのは，必ずしも先輩看護師の対応だけが原因と
は言ば受け取る側の意齢大きく関与しているご　　　引用゜参考文献

とが分かった6）．離職を考えた時の対処行動としては，　　1）久保公子．新卒看護師の感じる苦痛と離職を考え

個人的対処行動と組織的対処行動が必要であると分　　　　　る理由に関する調査・看護管理393－5・2008・

かった．個人的な対処行馳不安の原因となってい2） 鑑聯器鍵／㎞鵬／可…ぴ細
る基本的な看護技術や専門的な知識の効果的な獲得　　　3）柳田美喜子．新卒看護師の早期離職防止を勘定し

をし，自身の看護力を高めることや，自分から積極的　　　　　た教育支援体制の検討．看護管理38　318－320

に行動すること・小さなことであっても行動出来てい　4）㌶示酷新人教育における指導者の問題一新

る自分を確認し達成感を感じることなどがある．また　　　　人看護師とプリセプターの意識のズレ・を通して

組織的な対処行動は，新人看護師自身の持つ価値観や　　　　　一．看護管理35，295－297，2004

考え方，精神的未熟さを理解し，どんなに小さなこと　　　5）田丸早苗新人看護師の職場適応過程における“ゆ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らぎ”とソーシャルサポート．看護管理．39，33－35，
でも褒める，相談に乗る，優しい声かけをするといっ　　　　2008．

たサポート的な関わりがある．文献から個人的対処行　　　6）田中知花，高月智美．新人看護職員の働きやすい病

動と組織的対処行動が新人看護師に対して離職を予　　　　　棟環境の取り組み・看護管理39152－1542008・

防するのに必要であることが分かった．これらに加え7） 1三曝㌶警銑i鞭讃綴璽数
て私達が考える対処行動は，個人的対処行動として自　　　　看護師の離職・就業継続意識から一．看護管理37

分なりの気分転換の方法を見つけるということや，同　　　　424－426・2006・

期同士の交流で同じ悩みを共感してもらうこと繊8） 議酷㌶竃㌶竃㌔慧像模索
的対処行動としてはサポートを受けるという受動的

態度だけでなくソーシャルサポートを利用すること


